
3.道路災害履歴・災害要因マップの作成に関する検討

3. 1 概要

ここでは「道路災害履歴マップ」 「道路災害要因マップj を総称して「防災マップj と呼

ぶ。防災マッフ。は緊急時の基礎資料として活用され、最終的には事前に「道路災害要因の把

握」を行い、災害時の「道路交通機能jなどに対する評価を行うことを目的とする。さらに

道路の管理や維持のみならず、新規道路の計画、建設に対し道路防災の観点、から災害履歴等

を活用し、災害に強い道路づくりなど提言を行う。

そのために平成10年度には、道路防災マップの基礎データとなる既存の資料を収集、整理

した。平成11年度には、防災マップの最終目標を考慮、した「防災マッフ。作成フロー」を検討

し、それに沿って「テストケース 1Jとして函館管内を例とし、ペーパー地図上に防災マッ

プを作成し、表現方法等について検討を行った。平成11年度の検討結果では、ペーパー地図

上の防災マッフ。の非効率性と情報表示の限界があげられた。平成12年度には、平成11年度の

結果を受け、 「テストケース 2」として平成11年度と同じ内容に対してGI Sを利用した

「防災マップの電子化j を行った。それによって平成11年度のいくつかの課題が解消される

とともに、最終的な目標である「道路災害要因」や「災害時の道路交通機能評価」の事前把

握の可能性を検討できた。

3. 1 . 1 平成10年度

道路防災マップ作成のために、国道に関する既存基礎資料収集、整理。

① 道路被災履歴

部局資料、 1997年現在。様式－ 1-1、1 2より 1992年より調査開始。

② 南西沖地震津波到達箇所、津波高および液状化地点

開発土木研究所発表、 1993年。

③ 防災カルテ

部局資料、 1998～2000年。

④ 道路管理施設、付帯施設（開発建設部、事務所、維持事業所）

部局資料、 1997年現在。様式－ 2、3、4より 1992年より調査開始。

⑤ 情報施設（情報板、ゲート）

部局資料、 1997年現在。様式－ 2、3、4より 1992年より調査開始。

⑥ 道路災害要因

－火山（降灰、火砕流、泥流、土石流）

駒ヶ岳火山防災ハンドブック、！駒ヶ岳火山防災会議協議会（森町・砂原町・鹿部町・南茅

部町・七飯町）、 1998年。

・活断層

日本の活断層、活断層研究会、東京大学出版会1991年0

．液状化する可能性のある地域

北海道地盤液状化予測地質図、北海道立地下資源調査所、北大図書刊行会1995年0

．地すべり地形
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北海道の地すべり地形、北海道立地下資源調査所、北大図書刊行会1993年。

3. 1. 2 平成11年度

道路災害履歴および、道路災害要因マップの目的として、以下のものを考慮、した。

道路災害履歴マップ

1）道路被災履歴

2）道路管理施設、付帯施設
各道路維持事業所で実

（橋、覆道、駐車場、ゲート等） I 
｜施済（49事業所）

3）道路情報施設

（テレメー夕、情報板など）

4）津波要注意区間

道路災害要因

1）道路災害要因

地すべり、活断層、液状化

津波、火山

道路災害危険度評価の検討

災害時の［道路交通機能への影響評価J

1）道路の耐震性

公開の資料

・地すべり分布図

．日本の活断層

今後の重点課題

・危険度評価手法

2）災害時の道路機能慨路など）｜今後の重点課題

3）社会、経済的影響

4）道路防災への提言

第1段階

第2段階

図3 1 1 防災マップ作成フロー

① 緊急時に使用できる道路災害の基礎資料とする。

② 道路災害履歴と道路災害要因の関連を見出す。

第1段階

各建設部（10）ごとに整

理

第2段階

全道版

（全建設部を統括）

③ 見出された関連から道路災害危険度評価等を行い、災害時の道路交通機能への影響を

シミュレートする。

④ 危険度評価と影響シミュレーション結果等から、可能であれば道路防災への提言を行

フ。

平成11年度は、図3-1-1に沿って、第一段階のテストケースとして、函館管内を例と

した防災マップを、平成10年度の基礎資料に基づいてペーパー上に作成、表現方法等を検討

した。
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3. 1. 3 平成12年度

平成12年度は、平成11年度のペーパー地図上の防災マップの課題を解消するために、第一

段階のもう一つのテストケースとして、平成11年度と同内容について、 GI Sを利用した防

災マップを作成した。
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様式－2

~開発問岬道路管理施設調書 作成年月日

作成担当者

項目 No 施設名称
所在地

市区1出町村 町村

本部

-----
自 網定 l刷発J!般部 網走市 新町2丁目 6-1 

事務所・事業所 、 網占 m路事務所 網走市 大山1丁目 6-3 

2 K ｜ 北見 道路、l~fll所 北見市 ニ輸 674-5 

3 s ｜ 料 道路総合事寝所 斜里郡斜里町字盛合 43 

4 E ｜ 述純 道路維持事葺所 紋別im遠軽町大通北7丁目

5 0 ｜ 興部 道路施何事業所 紋別1叩興部町字興剖l 120 2 

6 

7 

除雪スァーション 3高血見 除雪スァーション 網走郡先制町字ニ橋町2丁目 83-4 

2 常呂 除雪ステーション 常品川常呂町宇土佐 43ー1

3 相生 除雪ステーシヨJ 網走郡滞日IJfflT 字相生 192-2外

4 沌のr品 除雪ステーシヨJ 常呂1111留辺楽町字滝の楊 128-6 

5 官l辺l¥':i 除雪ステーション 常呂1出回辺l¥':i町字栄町 117-85外

6 宇笠呂 除雪ステーション 斜製1耶斜里町字字登畠 303-2 

7 小1青木 除雪スァーシヨン 斜里Ii~小消水町字政 132-1外

8 白滝 除雪ステーション 紋別ll日白滝村 555外

9 紋別 除雪ステーション 紋別市 南ケ丘町7丁目 72-3外

10 i~」ニ 除雪スァーション 紋別i耶滝上l町宇滝上原野 1363-18外

防災ステーション 1 

2 

図3-1-4 様式－ 2

~開発建設部管内 作成年月日

作成担当者ト 事E
l 氏名

道路管理付 帯設備

｜ 枝幸 ｜道路維持事業所｜

部所

氏名

番地
電話番号

0152-44-6171 

0152-43-4328 

0157-36 2281 

01522-3-3121 

01584-2-2181 

01588-2-2155 

記号 設備名称 型式 設置路線 上下線 ｜日kp 新kp 設置年月 撤去年月 備考

2 道路情報板 8-5 238 下 169.100 169.300 1992 枝幸町昔標

2 2 道路情報板 HL-3（両面） 238 上下 180.200 180.300 1995 枝幸町乙忠郎

3 ワ 道路情報板 A-1 238 上 199.300 199.500 1992 枝幸町下幌別

4 ワ 道路情報板 A-1 238 下 204.300 204.500 1985 枝幸町幌内保

5 ヲ 道路情報叡 HL-3 238 下 212.600 212.800 1995 枝幸町田梨泊

6 

7 

日

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

図3-1-5 様式一3
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保式－4

~ 開発建設部管内 各路線管轄範囲

路線名
網走遭路穆務所 北見通路a，務所 斜里遭路総合恵畢所 遺経遭路維持．，健所

区間 延長 区間 延長 区間 延長 区間 延長

39 
起点 178.600 90.600 

終点 217.170 37.616 178.600 8自864

238 
起点 0.000 59.056 

終点 59.056 59.056 86.380 27.33日

239 
起点

終点

240 
起点 70.700 

終点 117.980 47.273 

242 
起点 46.980 0.000 

終点 81.720 33.403 46.980 47凹 2

243 
起点 0.000 

終点 26.220 26.201 

244 
起点 0.000 12.264 

終点 12.264 12.264 63.230 51.022 

273 
起点

終点

333 
起点 69.200 5.500 

終点 110.090 40.404 69.200 60.690 

334 
起点 93.550 17.100 

終点 123.180 29.690 93.550 74.921 

391 
起点 95.000 

終点 116.560 27.780 

起点

終点

起点

終点

合計 212.100 162.671 153.723 135.022 

図3-1-6 様式－4

作成年月日

作成担当者

興都道路瞳持恵泉所

区間 延長

86.380 

165.870 79.464 

0.000 

35.450 35.420 

23.700 

93.160 69.380 

184.264 

部所

氏名

区間 延長
合計

126.480 

165.850 

35.420 

47.273 

80.405 

26.201 

63.286 

69.380 

101.094 

104.611 

27.780 

847.780 

以上、様式1～4による調査から、テス トケース1、2では同じデータを使用した。調査

された災害履歴項目、道路管理関連施設と過年度の部局単位の防災マップの実績は、表3-

1 1、表3-1-2となる。

表3-1-1 様式－1～4の調査項目

1落石・斜面崩壊
2地すべり・土石流
3法面・路面変状
4豪雨

道路テレメーター 回
IT Vカメラ ~ 
道路情報版（ HL型） （ 
道路情報版（A型） 【

5洪水・冠水 道路情報版（ B型） 固
6高波・津波 遮断機 ．一一．ゲート

7吹雪・地吹雪
8豪雪

駐車場（路側） • チヱーン脱着場 。
9雪崩
10 構造物破損
11 その他

道の駅 ． 
ヘリポート 。
路伺IJ通信（1620KHz) 巴画口
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3. 2 災害履歴および災害要因マップについて

災害履歴データや災害要因データの保存方法、表現方法には種々のやり方が考えられる。

従来このようなデータは帳票形式などの方法でまとめられていた。帳票形式に類するデー

タの保存方法、表現方法は、系統だ、った分類によって必要情報の検索を組織的に行うことが

でき、望むだけ詳細なデータを取り出せるという利点を持つ。近年では、帳票形式のこのよ

うな機能はデータベースが行う役割であり、これらの利点も依然として有効である。

しかし帳票形式等の欠点としては、使用者の視点が帳票の一部に限られるため、全体像の

把握が困難であることから、データ間の関連を把握しにくいことがある。例えば、地すべり

と降雨とに関連があり、さらに地すべりが特定の地質条件に関係する場合、どのような地質

条件が降雨に弱いかといった情報を得るためには、

① 豪雨災害とそれが起こった位置を関連づけ、

② その位置での地すべりの有無を収めた帳票を検索し、

③ その位置での地質情報の帳票を検索する．

となり、広範囲にわたって三つの表を見渡さなければならない。

これに対して、もしそれらの情報を地図上にプロットし全体を一度に見渡したならば、情

報の詳細さという点では帳票形式には劣るものの、全体像の把握やデータ聞の関連を見出す

ことは、帳票形式等を直接扱うよりもはるかに容易だと考えられる。

ここで豪雨地点や地すべりの有無を地図上にプロットしたものは「災害履歴マップ」であ

り、地形地質情報を地図上にプロットしたものは「災害要因マップ」である。 「災害履歴

マップJや「災害要因マップ」の最も重要な機能は、大量の情報を一度に見渡せるように

「情報を視覚化する」ことだと考えられる。

ここでは以上の視点から、 「災害履歴マップ」と「災．害要因マップ」の作成を検討する

が、近年では従来困難で、あった情報の視覚化の「電子化」も進んでいる。これにより従来

ペーパーマップでしか行えなかった「情報の視覚化Jを、コンビューター上で、シミュレート

できるようになったが、このことは「災害履歴マップ」 「災害要因マップj と、その情報源

であるデータベースとがより緊密に連携し、両者の短所を補い合うことを意味する。
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3. 3 テストケース報告1

函館管内を例にペーパー地図上に作成された道路災害履歴、要因マップ

先に述べたように、災害履歴、要因マップの最も重要な機能は「情報の視覚化」である。

そのためにテストケースとして、函館管内を例として既存のペーパー地図上にそれらを作成

し、表記項目、マップから判断できる内容、問題点・課題について整理した。基礎データと

しては、平成10年度に収集整理したものを用いた。

3. 3. 1 災害履歴マップ

(1) Fig-1 

Fig-1は、災害内容別に色分けをした履歴を丸印で地図上に表現し、各路線ごとの災害

頻度を円グラフとして併記したものである。この道路災害履歴マッフ。は、平成5年度から9

年度にかけて全道的に作成した各道路事務所・事業所（49事業所）単位版として実施済みで

あり、その資料を基に、運用合成により建設部の管内版マップを作成したものである。

①表記項目

・過去20年程度の災害履歴記録； （小規模災害を含む）災害種類、発生場所、交通規制

状況。

・災害頻度グラフ；各路線毎の災害頻度を示した円グラフ。

・道路管理施設；道路事務所、維持事業所、除雪センタ一等の位置。

・道路施設；ゲート、駐車場、チェーン着脱場等の位置。

・道路情報施設；道路テレメーター、道路情報板、 IT V等の位置。

② マップから判断できる内容

・地点ごとの災害内容が把握でき、各路線の災害箇所分布が詳細に理解できる。

（例） R229号の海岸線では落石・崩壊の頻度が高い。

－災害頻度グラフから路線毎の災害傾向が良く解る。

（例） R229号、 R228号、 R277号における災害の3分の 1以上は落石・斜面崩壊であ

る。

③ 問題点・課題

・地すべり、液状化地帯などの面的情報が把握できない。

・路線や路線区間上にまたがる災害の広がりの表現が解りづらい0

．併記された円グラフと路線との対応が視覚的に理解しにくい。

・ごく小規模な災害についての記載に関しては、記載方法などの検討が必要である。
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3. 3. 2 災害要因マップ

(1) Fig-2及びFig-3 

Fig 2は、すでに公開されている資料（地すべり分布図、主要活断層、液状化予測地質図

など）から、災害要因や地質情報として、地形・地盤の情報等、道路に及ぼす要因を整理したも

のである。さらに、南西沖地震での液状化地点の把握、津波到達高、津波伝播図と駒ヶ岳噴火災

害危険区域予測図などを地図上に表現し、各路線との位置関係を把握することを試みた。

またFig-3は、 Fig一llこFig-2の面的情報を重ねたものである。

① 記載内容

・液状化する可能性のある区域、地震（南西

沖）での液状化、落石（図 3-3-1、図3

3 3参照）地点等。

－地すべり地形

・火山噴出物到達範囲

．主要活断層

・津波到達高（図3-3-2参照南西沖地震）

② マップから判断できる内容

1曲km ISOkm 2凹km

図3-3-1 震央からの距離

十

・Fig-3のマッフ。をFig-1のマップと組み合わせることで、災害履歴と要因との関係

が読み取れる。

（例）地すべり地形が集中しているR277（八熊線）で大規模な地すべり崩壊の履歴があ

る。

－南西沖地震では、液状化する可能性のある区域と液状化地点の履歴が合致している。

（例）黒松内低地帯（図3-3-3参照）に被害の大部分が含まれている。

③ 問題点 ・課題

・情報量が多くなるに伴ない煩雑となるため、記

載する内容についての検討が必要と思われる0

・災害履歴（Fig 1 ）と要因（Fig 2）との相互関

係が把握できるが、面的情報以外のFig-1に

述べた問題点と課題は解決されない。

－．‘・“ 

図3 3 2現地調査よる津波到達高
（気象庁地震・津波速報5年8月1日による）
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( 2) Fig-5 

Fig-5は通行規制を伴なった災害データのみを使用し作成したものであり、各路線の所

定の区間における災害分布傾向をグラフ化することにより、今後の災害要注意（予想）区間

把握のための基礎資料としての活用を目的とする。また各路線ごとの災害頻度を棒グラフと

して併記した。

① 記載内容

・過去20年程度の災害履歴記録； （通行規制となった災害）災害種類、発生区間（箇

所）。

・海岸線、山間部、国道交点、事業所管轄境等による、区間毎の災害種別円グラフ0

．各路線毎の災害頻度棒グラフ。

・道路管理施設、道路施設、道路情報施設についてはFig-2とほぼ同様とした。

追加情報としては、防災ヘリポート、道の駅の表示、異常時の連絡先一覧を整理し

た。

② マップから判断できる内容

・円グラフを対象区間に接するように表示することで、併記された円グラフと路線の対

応が視覚的に理解し易く、区間の違いによる災害の傾向が判断できる。

－路線や路線区間上にまたがる災害の広がりが判断できる。

③ 問題点・課題

・実際に災害が起きた位置が把握できない。

過去の災害データについては、規制を行なった区間の情報（資料）しかなく、災害履歴

の丸印で表現できる箇所（実際に災害が起きた位置）のデータが少ない。

・要因マップ（Fig-2）と重ねても、災害履歴と要因との関係が読み取りずらい0

・過去の通行規制データにおける災害発生位置の確認と、今後のデータ蓄積が必要。

－災害履歴の丸印によるマーキングを省略（データが少ないため）しているため災害位

置を視覚で訴えることが出来ない。

(3) Fig-4、Fig-6 

Fig-1の問題点の解消を意識し、次の2タイプについて検討した。

まず路線や路線区間上にまたがる災害の広がりを表現するためには、

① 国道の交差点（迂回路の想定上区分。但し道道、市道は考慮、していなし＼）

② 事務所・事業所の管轄（対策工を施す場合の箇所数の把握上区分）

③ 山間部と海岸部（円グラフに災害種別の特徴の把握上区分）

を根拠に路線を区分し、区分区間に対して災害頻度グラフで表現した。

また円グラフの大きさは、発生件数によって変えている。

Fig 4は、 Fig-1の全履歴を、区間ごとに円グラフにしたものである。

Fig-6は、 Fig-5のうち路線変更がなされたものである。 Fig-5に比べ、 R278号の戸

井町付近では、路線変更により交通止めの回数が減少しているのがわかる。
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( 3）テストケース1に関するまとめ

前述した防災マップ（Fig-1、Fig-:2、Fig-5）を全道的に整備展開することによ

り、以下に示すような解析、予測をできる可能性がある。

表3-3-1 個別要因による災害マップの解析、予測の可能性

防災マップ 災害要因

火山災害 火山噴火危険区域予測図

地震災害発生予測図

地震災害 ①液状化

②崖地，地すべり，落石

③津波

気象に関する災害
豪雨，台風

融雪期

（可能と思われる予測、解析の例）

・火山災害

予測の方向 災害種類

＝＝工＞ 降灰地区通行止め区間

＝＝コ＞ ①盛土崩壊，築堤破損，構造物破損
己ニコ＞ ②高盛土破壊，路肩崩壊
亡二三＞ ｜③津波到達地域

①河川氾濫

Cコ ②落石③地すべり
⑨土石流

～駒ヶ岳、有珠山等のハザードマップ可こより、噴火による国道への影響、通行止区間・迂

回路等の検討。

－地震災害

～南西沖地震による災害履歴箇所のデータから、地震と被災（落石、岩盤崩壊、液状

化、津波等）地域の予測。

・気象災害（豪雨・融雪期）

～函館管内災害履歴マップのR277号における地すべり地形と、地すべり災害の履歴から

異常気象時の災害発生予測。

～融雪期の災害履歴をまとめることで、融雪時に発生しやすい災害予測。

しかしながらペーパー上の表現では、 1）災害の詳細分布を表示しづらい、 2）詳細地形が

判読できない、 3）関連をつけたい情報の組み合わせが発生するたびに新たな地図を作成す

る必要がある、 4）同一地図に多種類のデータを載せると判読不能になる、などの欠点およ

び非効率性が存在する。また、 5）ペーパー上の表現では、注目地点の完全な情報は得られ

ない。これらはGI Sの導入により解消できると考えられる。
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3. 4 GI Sについて

GI Sは、 GeographicInformation System （ジオグラフィック t インフォメーション

システム）の略，であり、日本語では地理情報システムと呼ばれる。 GI Sはまず何よりも地

図ビューアーとしての機能を完備し、その上で種々の情報を展開できる特徴を持ち、 「情報

の視覚化」のために生まれてきたアプリケーションといえる。 GI Sの持つ基本機能を列挙

すれば、以下となる。

① 地図表示機能を完備

任意の縮尺で地図を見ることができるので、ペーパー地図上で、同一箇所に災害J情報が集

中したときに起きる、 1）災害の詳細分布を表示しづらい、 2）詳細地形が判読できない、

などの欠点を解消できる。

② 情報の分類表示が可能

違う種類の情報を個々に、または組み合わせて表示できるので、 3）関連をつけたい情

’報の組み合わせが発生するたびに新たな地図を作成する、 4）同一地図に多種類のデータ

を載せると判読不能になる、などの欠点、非効率性を排除できる。

③ 情報検索機能を標準で、持つ。

ペーパー地図上では、注目地点の位置把握は緯度経度または地形判読によって行うが、

GI Sに表示された地図上では、例えば注目地点の地点名だけでその位置が特定され、表

示される。

④ データベースとの連携が可能

注目地点を特定したのち、注目地点の全ての情報を収めたデータベースを直接読み出せ

るので、注目地点の完全な情報が得られる。これにより、 5）ペーパー上の表現では、注

目地点の完全な情報は得られない、が解消される。

⑤ 特定情報抽出機能

③、④を連携させることにより、特定情報を担う地点、地域のみを抽出表示することが

可能である。これにより異種データ聞の関連がより容易に把握できるようになり、全体像

を概略把握したのち、データベース読み出しによって詳細検討へのより効率的な移行を実

現できる。

⑥ 情報分析機能を追加できる

データベース情報を集計し、 Fig-5, Fig-6に示したような円グラフで表現するな

ど、主題図機能を追加できる。また交通障害が生じた場合の迂回路探索、交通への影響評

価など分析機能を追加できる。これらは将来的には防災マッフ。に、重要な位置を占めると考

えられる。

以上のようにGI Sは、ペーパ一地図の欠点、非効率性を解消し、防災マップの利用者に

大きな利便性、効率性をもたらすものと思われる。
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3. 5 テストケース報告2

函館管内を例lこG I S上に作成された道路災害履歴、要因マップ

3. 5. 1 電子防災マップの構成

ここではベ｝パー上に作成された道路災害、要因マッフ。を改良する目的で、 GIS上に作成

された道路災害、要因マップ（以後、電子防災マッフ。と呼ぶ）について報告する。両者を比

較できるように、電子防災マップの構成は以下とした。

( 1 ）基図

国土地理院発行の 1/25000地形図、 1/200000地勢図（ラスター地図、図3-5-1と3

-5-2）。

( 2）災害履歴デ←タおよび関連情報

① 道路被災履歴災害履歴

部局資料（函館開建）、 1997年現在。

② 南西沖地震津波到達箇所、津波高および液状化地点

開発土木研究所発表分、 1993年。

③ 防災カルテ

部局資料（函館開建）、 1998～2000年。

④ 管理施設（開発建設部、事務所、維持事業所）

部局資料（函館開建）、 1997年現在。

⑤情報施設（情報板、ゲート）

部局資料（函館開建）、 1997年現在。

( 3）災害要因データ

① 火山（降灰、火砕流、泥流、土石流）

（図3-5-3)

（図3-5 -4) 

（図3-5-5)

（図3-5-6)

（図3-5-6)

（図3-5-7)

駒ヶ岳火山防災ハンドブック、駒ヶ岳火山防災会議協議会（森町・砂原町・鹿部

町・南茅部町・七飯町）、 1998年。

② 活断層 （図3ー 5-8) 

日本の活断層、活断層研究会、東京大学出版会1991年。

③ 液状化する可能性のある地域 （図3-5'-9) 

北海道地盤液状化予測地質図、北海道立地下資源調査所、北大図書刊行会1995年。

④ 地すべり地形 （図3-5 -10) 

北海道の地すべり地形、北海道立地下資源調査所、北大図書刊行会1993年。

( 4）主要機能

① 地図表示機能を完備。 （図3-5 -11) 

② 入力データをデータベース機能で抽出、検索できるようにする。（図3-5 -12) 

③ 指定地物をデータベース呼び出し可能とする。 （図3-5-13)
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④ 災害時期、災害種類、要因などに応じて、特定の災害を抽出、検索可能とする。

（図3-5 -4) 

⑤ 抽出条件に合わせた面的情報を地図上で重ね合わせ、要因－履歴等の関連を明確化

できるようにする。 ，（図3-5 -15) 

⑥ 路線ごとの災害頻度、任意区間の災害頻度グラフ等を作成する主題図機能を持たせ

る 。（図3-5 -16) 

⑦ 通行規制区間などが生じた場合、最短の迂回路を探索できる等の空間解析機能を持

たせるO＇そのためにネットワークデータ構造を持つ全国デ、ジタル道路地図を用いた。

（図3-5 -17) 
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図3-5-1 函館管内の国土地理院200000数値地図（ 6枚）
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図3-5-2 函館管内の国土地理院25000数値地図（143枚）

. 1/200000地図は縮尺90000以上で表示

. 1/25000地図は縮尺90000以下で表示

• 1/200000と1/25000地図の切りかえを自動化することにより、地形、地名の概略判読から

詳細判読への移行をシームレスにした。
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災害要因マップ（全ての要因を表示）

1/200000地図
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図3-5 12-(1) 

」 検索地点

図3-5 -12-(2) 
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3. 5. 2 テストケース2のまとめ

図3-7-3～3-7 -17に示したように、 「GI S上の防災マップ」はペーパー上の

「災害履歴マップJ 「災害要因マップJと同等以上の性能を持っと考えられる。特に、

①任意の情報組み合わせ、情報抽出、主題図作成が可能で？あり、利用者の自由度と効率

性が大きく向上し、道路危険度評価も容易になるF考えられること。
② データベースと連携することで、ペーパー上では不可能だった注目地点の詳細情報が

得られること。

が大きい。また将来に向けた機能としては、

③ 迂回路探索などの分析機能を追加でき、交通障害が生じた際の影響度評価を行う機能

の追加も、将来的には可能と考えられる。

GI Sの性能はコンピューターの性能増加とともに年々向上しており、近年のGI Sには

GP  S等を利用してリアルタイムに現場情報を取得し、インターネット等で取得情報を配信

できるものも現れている。今後、防災マップ一般利用者への情報配信を視野に入れた場合、

情報の取得→分析→結果配信の迅速性は、ー 「電子防災マップ」の大きな将来性である

と思われる。

3. 6 結論

① 作成した防災マップρ （Fig-1、Fig-2、Fig-5）を全道的に整備展開することに

より、道路災害の解析、予測をできる可能性がある。

② しかしながらペーパー上の表現では、

1）災害の詳細分布を表示しづらい。

2）詳細地形が判読できない。

3）関連をつけたい情報の組み合わせが発生するたび、に新たな地図を作成する必要が生

じる。

4）同一地図に多種類のデータを載せると判読不能になる。

5）ペーパー上の表現では、注目地点の完全な情報は得られない。

などの欠点がある。

③ これに対してGI Sを利用した電子化された防災マップでは、

1）任意の情報組み合わせ、情報抽出、主題図作成が可能。

2）データベースと連携することで、注目地点の詳細情報が得られる。

3）迂回路探索などの分析機能を追加でき、道路災害の解析、予測が容易になる。

などの利点があり、将来性を期待できる。
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